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	稲作と中国文明－総合稲作文明学の新構築－（代表：中村慎一）の新学術領域研究(研究領域提案型)において，およそ1万年の稲作農耕文明の発達過程を明らかにする総合型研究が行われた．その研究課題の1つとして，河姆渡-良渚-田螺山遺跡など低湿地において文明を支えた食料資源についての解明に取り組んできた．ヒシは現在も秋に食される作物であり，浙江省から江蘇省にかけて多様なヒシをみることができる．

